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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

A-Lab Exhibition Vol.19「気配と存在」を開催します 

「瀬戸内国際芸術祭 2019」や「アートアワードトーキョー 丸の内 2019」 

にも出展するなど、注目を集めている若手アーティストが参加！ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 趣旨 

 この度、あまらぶアートラボ「A-Lab」（えーらぼ）において、A-Lab Exhibition Vol.19

「気配と存在」を開催します。「気配」。見えるものでも、触れるものでもなく、何となく感

じるもの。はじめて訪れた街で感じる印象は、場所が持っている記憶や受け継がれてきた伝

統、また人々の活動が醸し出す「気配」かもしれません。本展では、入江早耶、小林椋、中

島伽耶子の３人の作家がそれぞれの表現方法で“向こう側”に見えない何かを感じさせる

「気配」を持った作品を展開します。 

 入江は写真や絵画、印刷で記されたものを、消しゴムで消し取り、その消しカスで記され

たものを立体的に表現する作品を制作してきました。平面にあった“記憶”を丁寧に練り上

げ、存在感を浮かび上がらせます。小林はカラフルなオブジェ、カメラ、モニターなどを複

雑に配置し、映すもの、映るものなどが絡まりながら可動する装置を展開。シンプルで機械

的な動きは、繋がることでまるで生き物のように意思を持っている“生命”を感じます。 

中島は、日々刻々と変化していく太陽の光を部屋の中に取り込み、偶然性によって変わる

様子に時の流れを感じる場を作り出します。内側と外側、日常と非日常、明と暗など重層的

な状況を提示し、場の持つ記憶まであぶり出すような“空間”を構築します。 

「気配」は観る側の意識や経験や感覚などの違いで、その感じ方も様々です。ぜひ、「気

配」とその先にある何かの存在を感じてください。 

 

２ 概要 

会 期：令和元年７月 27日㈯から令和元年９月 23日㈪㈷ 

会 場：あまらぶアートラボ「A-Lab」（えーらぼ） 尼崎市西長洲町２-33-１ 

時 間：（平日）午前 11時～午後７時 （土・日・祝）午前 10時～午後６時   

※火曜日休館 

  入場料：無料 

 出展者：入江早耶、小林椋、中島加耶子  

問合せ：尼崎市文化振興担当（土日除く午前８時 45 分から午後５時 30 分） 

      電話 06-6489-6385  FAX 06-6489-6702 

令和元年７月１日 

担当課 文化振興担当 

担当者 松長・金子松 

電 話 06-6489-6385 
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 主 催：尼崎市    

協 力：ベイ・コミュニケーションズ、尼崎市立地域研究史料館、尼崎市教育委員会 

助  成：令和元年度 文化芸術創造拠点形成事業    

  

 

３ 関連イベント 

⑴ ライブ・パフォーマンス 

 今年のアルス・エレクトロニカの Digital Musics ＆ Sound Art 部門で Honorary 

Mentionを受賞した小林椋氏と時里充氏のユニット「正直」、楽器、電気、コンピュータ

などを扱い演奏する音楽家・米子匡司氏、VJで活躍する井上理緒奈氏らが出演。 

 ・日時 ８月 17日㈯ 午後６時から 

 ・場所 あまらぶアートラボ「A-Lab」 

  ・定員 先着 30人（申込者は優先入場） 

・申込方法 電話かメールで A-Labへ連絡。 

※メールで申込の場合、イベント名、住所、氏名、年齢、電話番号、人数を記載してく

ださい。 

 

 ⑵ アーティスト・トーク 

 アート・メディエーターのはがみちこ氏をゲストに迎え、出展アーティスト３人との

トークを。 

 ・日時 ９月７日㈯ 午後３時から 

 ・場所 あまらぶアートラボ「A-Lab」 

   ・定員 先着 30人（申込不要） 

  

     

 ⑶ ワークショップ「消しゴムカスで立体づくり」 

   入江早耶氏を講師に、消しゴムカスから立体作品を作る。 

  ・日時 ９月８日㈰ 午後１時から 

  ・場所 あまらぶアートラボ「A-Lab」 

  ・定員 先着 10人（申込必要） 

 ・申込方法 電話かメールで A-Labへ連絡。 

※メールで申込の場合、イベント名、住所、氏名、年齢、電話番号、人数を記載してく

ださい。 

 

４ 作家略歴 

 別紙参照                             以 上 






















